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超高層大気中のグローバルな諸現象は多様なプロセスが複雑に絡み合った結果として観測される
ため、超高層大気における長期変動のメカニズムを解明するためには、全球規模の地上観測ネッ
トワークにおける様々な観測データを組み合わせた総合的な解析が必要である。しかしながら、
これまでは、このような超高層大気の地上観測データは、観測を行った機関ごとにデータベース
化され、公開されるものの、その多くは個別の観測・研究に関係する特定分野での利用に留まっ
ていた。また、一部の観測データについては、観測者と周辺の限られた研究者のみによる利用に
終始し、公開されないまま記録メディアの中に埋もれるケースもあった。
平成21年度よりスタートした特別教育研究費プロジェクト「超高層大気長期変動の全球地上ネッ
トワーク観測・研究」では、国立極地研究所、東北大学、名古屋大学、京都大学、および九州大
学の5機関が連携し、観測データからメタデータを抽出してネットワーク上で広く共有するシス
テムを構築する。このメタデータ(観測時刻や位置、測器の種類、データフォーマットなど)のデ
ータベースを構築することで、各機関がこれまでに蓄積してきた種々の観測データの有効利用を
はかる。メタデータ・データベースを利用することで、多種多様な超高層大気観測データの検索
・取得が容易になり、様々な観測データを利用した総合解析が促進されると期待される。さら
に、このプロジェクトでは国際的にも汎用性の高いメタデータフォーマットを採用し、一般に広
く使われているリポジトリソフトウェアを土台にメタデータ・データベースを開発していること
から、将来的にはCAWSES-II/Escience and informatics groupが目指す、国際的な分野横断的研
究推進のための強力なツールともなり得るであろう。
発表では、プロジェクトの概要を紹介するとともに、現在の開発状況および今後の計画について
説明する。
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